
次
の
ペ
ー
ジ
は

活
躍 

き
り
し
ま
び
と
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問
　
近
年
の
大
雨
の
際
、
雨

水
が
国
道
10
号
を
横
断
し
、

広
瀬
の
干
拓
地
の
排
水
路
へ

一
気
に
流
れ
込
み
あ
ふ
れ
る

状
況
が
発
生
し
て
い
る
。
排

水
機
能
強
化
の
対
策
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

広
瀬
の
干
拓
地
は
、
昭

和
45
年
か
ら
56
年
に
県
営
ほ

場
整
備
事
業
で
整
備
さ
れ

た
。
し
か
し
、
近
年
の
土
地

利
用
や
気
象
の
変
化
に
よ
り

排
水
路
へ
の
雨
水
流
入
が
増

加
し
て
い
る
。
排
水
機
能
強

化
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
く
。

問　

国
分
海
岸
の
防
波
堤
の

点
検
お
よ
び
長
寿
命
化
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

県
へ
の
確
認
で
は
、
国

分
海
岸
の
堤
防
は
、
昭
和
26

年
の
ル
ー
ス
台
風
に
よ
る
決

壊
後
、
昭
和
38
年
か
ら
49
年

に
か
け
て
国
の
直
轄
事
業
な

ど
で
改
修
さ
れ
た
。
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
令
和

３
年
度
に
点
検
を
実
施
し
、

令
和
６
年
度
に
設
計
業
務
を

委
託
、
令
和
７
年
度
か
ら
計

画
的
に
補
修
工
事
を
実
施
予

定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
休
校
施
設
の
整
備
に
つ
い

　

て

　

一
般
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
、
議
員
全
員
の
視
点

か
ら
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々

の
質
問
の
内
容
が
向
上

し
、
論
点
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
良
い
質

問
を
通
じ
て
、
よ
り
効
果

的
な
政
策
を
提
言
で
き
る

よ
う
に
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
シ
ー
ル
貼
付
ボ
ー
ド

②
議
会
ク
イ
ズ

③
議
会
説
明
ス
ラ
イ
ド

④
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

⑤
よ
ろ
ず
相
談

な
ど
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
シ
ー
ル
貼
付
ボ
ー

ド
で
は
、
興
味
の
あ
る
テ
ー

マ
に
１
位
〜
３
位
の
順
位

で
シ
ー
ル
を
貼
り
、
イ
メ
ー

ジ
し
た
課
題
や
想
い
を
付

箋
で
貼
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に

多
様
な
市
民
の
皆
様
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　一般質問とは、議員が、市の一般事務に対してその執

行の状況または将来の方針、政策的提言や行政の課題な

どを市長などの執行機関に直接質すことです。

　令和６年度、霧島市議会では、法政大学の土山希美枝

教授をお招きし、全４回の研修を行いました。

　多くの市民に議会と市政に関心を持ってもらうことを目的に、

令和７年２月２日（日）に行われた健康福祉まつりで、ブースを

出展しました。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

あ
り 

む
ら

た
か  

し

有
村
　
隆
志 

議
員

松
永
用
水
改
修
記
念
碑

(
国
分
野
口
)

開催報告はこちら

自治会公募型

問い合わせ、申込み 議会事務局

状況によっては開催を中止する場合があります。

gikai@city-kirishima.jp
64-0922
0995 0995

64-0923
FAX

対　　象 市内の地区自治公民館や自治会

時　　間 １時間30分程度

開  催  日

募集期限 ６月30日 （月）

8/4 水月 6～

報 告
第 回48

議員と語ろかい

１
月
22
日
か
ら
24
日
に
﹁
地
域
テ
ー
マ
型
﹂
で
開
催
し
︑
65
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
︒
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

ご
意
見
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
︒

のいずれかの日

第 回50募

集

市民の皆さんに親しみやす

く、透明性のある議会にす

るために、議員と市民の自

由な情報交換を目的として

開催しています。

地域の課題や身近な問題など、各自治会が決めた
テーマで意見交換を行います。

隼人 地区

どうする伝統・文化の継承 
・地元の歴史を知らない人が増えてき
た。

・後継者不足、資金不足の中、地域の伝
統をどう守るか。

・子どもの頃から地域伝統行事を学習す
る機会があるとよい。

溝辺 地区

どうする水資源 
・竹子共生会の簡易水道は、整備から
50年以上がたち、今後は施設の老朽
化で維持管理に多額の費用が見込ま
れ、継続的運営が厳しい。

・災害時の水の確保策として防災井戸な
どを検討してほしい。

福山 地区

どうする福山のまち
・サルによる農作物への被害が甚大であ
る。箱罠を増やせないか。

・海や山などの自然環境が魅力で移住し
た。福山のような中山間地域も住みや
すいので、もっとアピールした方がい
い。  

牧園・霧島 地区

どうする温泉資源
・温泉資源の価値が十分に活用されてお
らず、もったいない。

・排熱を利用した小規模発電の技術開発
や導入について、霧島市でも規制緩和
が必要ではないか。 

横川 地区

どうする駅周辺
・人が来ても、１時間程度しか滞在しな
い。

・交流人口を増やすために、各団体や地
域との綿密な連携が必要ではないか。

・丸岡公園と駅をつなぐバスなどを運行
できないか。

福山地区（旧田中家別邸）での議員と語ろかいの様子

全４回の研修を終え、土山先生と

一般質問研修の様子

130名ほどがシールを貼ってくれました


